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「労働法のことは知っている。でも民法となると……」「労働事件の相談を受けたけど，民法
の何が適用されるのだろう」，このような不安を解消します。この本は労務上，ふと気にな
る問題や疑問について民法がどうなっているかをハンディに知ることができます。中身は労

働法の本なのに民法の体系に沿って書いてあります。そして，Question（事例）⇒民法の理解⇒労働
法の理解⇒ポイントという全て同じパターンで，まずは民法の主要な制度・概念を簡潔明瞭に説明しま
す。次にそれらと労働法がどう関連づけられるかについて分かりやすく解説しています。目次の末尾に
は，関連労働法の条文が本書のどの項目に当てはまるかが一目で分かるようになっている一覧表があり
ます。このように，本書は民法と労働法の架橋を目指した画期的書籍で，労働実務を扱う実務家にとっ
て必携の一冊です。「今更，民法を最初から勉強するのもたいへん」「民法と労働法の関係があるところ
だけ，かいつまんで勉強したい」そういったニーズに対応しています。（一村）
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民法と労働法との関係がよくわかります。冒頭にある逆目次もぜひ参照して下さい。

※目次は，小社ウェブサイトの本書のページをご覧ください。

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641243392

